


皆様が考える「尊厳」とは？



介護保険法第1条
（目的）
第1条

この法律は、加齢に伴って生ずる心身の変化
に起因する疾病等により要介護状態となり、
入浴、排せつ、食事等の介護、機能訓練並び
に看護及び療養上の管理その他の医療を要す
る者等について、これらの者が尊厳を保持し、
その有する能力に応じ自立した日常生活を営
むことができるよう、必要な保健医療サービ
ス及び福祉サービスに係る給付を行うため、
国民の共同連帯の理念に基づき介護保険制度
を設け、その行う保険給付等に関して必要な
事項を定め、もって国民の保健医療の向上及
び福祉の増進を図ることを目的とする。



あなたはどのような
イメージを想い浮かべますか？

【 認 知 症 】



「大変」

「自分はなりたくない」

「出来ない事が増える」



～「認知症」に関する調査結果報告～

「認知症」について

ｎ＝1000人



世間では、未だに

「ひとりの人」として、

尊厳が尊重されていない

現実があります。



気力にむらがあるかもしれない

良し悪しの判断が出来ないかもしれない

場所が分からなくなるかもしれない

喜怒哀楽の表現が激しいかもしれない

薬を嫌がるかもしれない

名前を思い出せないかもしれない

物を置いた場所を忘れるかもしれない

外に出ると道に迷うかもしれない

排泄を失敗するかもしれない

同じことを繰り返すかもしれない

何をするにも時間がかかるかもしれない



それでも「ひとりの人」として、
これまでと何も変わりません



いつか「認知症」は

治る病気になるかもしれない

いつか「認知症」は

罹らない病気になるかもしれない



今はまだ、

「認知症」は治らないけど、

私たちが実践すること・・・



【座って会話】
寄り添う支援とは相手を見て、触れて、コミュニ
ケーションを取り、相手を理解すること



【温かい食事】
食べる喜び、食べる楽しみを得られる支援



【地域に出る】
住み慣れた地域で安心して生活できるよう連携を図る



【お出掛けする】
認知症になっても様々な所にお出掛けし、
楽しみをもって生活する



【トイレに座る】
排泄という行為は人間の尊厳や羞恥心に大きく
影響するもとして理解する。
出来る限り自分でしたいと思うのが自然の考え。



【夢中になれることをする】
自分が「したい」から行う。

自分が人生の「主役」になる。



何もわからない人と考えず、

言葉での表現が出来なくても、

人を想う態度・表情・言葉、

そして心を持って支援すること。



周辺症状は本人からの訴え。

適切な介護をすれば、笑顔で暮らせる。



出来ることに目を向け、

本人が自信を持って生活できるよう支援。

出来る所は時間が

かかるかもしれないが、見守る。



その人らしく

生きていくために、何がしたいのか、

どのように過ごしたいのか、

想いを汲み取り、実践。



これまで当たり前にやってきたことが



これからも当たり前にできるように・・・



これからもあなたの人生の支えになる



Ｙｏｕ Ｒａｉｓｅ Ｍｅ Ｕｐ

～あなたが私を元気にする～

私たちの関わりがご利用者様を元気にします。


